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(57)【要約】
【課題】操作性が向上し得るトイレ装置を提供する。
【解決手段】トイレ装置１０は、指先を検知するととも
に、指先を測定対象とした測定を行う脈波センサ６７を
備えている。トイレ装置１０は、脈波センサ６７によっ
て指先が検知された場合に、洗浄ノズル４２Ａから洗浄
水を吐出する局部洗浄の開始制御もしくは停止制御、吹
出口から温風を吹き出して局部を乾燥させる温風乾燥の
開始制御もしくは停止制御、又は、便器本体の便鉢部に
洗浄水を供給する便器洗浄の制御の少なくともいずれか
の制御を行う制御部６１を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指先を検知するとともに、指先を測定対象とした測定を行うセンサと、
　前記センサによって指先が検知された場合に、洗浄ノズルから洗浄水を吐出する局部洗
浄の開始制御もしくは停止制御、吹出口から温風を吹き出して局部を乾燥させる温風乾燥
の開始制御もしくは停止制御、又は、便器本体の便鉢部に洗浄水を供給する便器洗浄の制
御の少なくともいずれかの制御を行う制御部と、
を備えることを特徴とするトイレ装置。
【請求項２】
　指先を検知するとともに、指先を測定対象とした測定を行うセンサと、
　前記センサによって指先が検知されなくなった場合、もしくは前記センサによる測定が
完了した場合に、洗浄ノズルから洗浄水を吐出する局部洗浄の開始制御もしくは停止制御
、吹出口から温風を吹き出して局部を乾燥させる温風乾燥の開始制御もしくは停止制御、
又は、便器本体の便鉢部に洗浄水を供給する便器洗浄の制御の少なくともいずれかの制御
を行う制御部と、
を備えることを特徴とするトイレ装置。
【請求項３】
　便座への着座を検知する着座検知部を備え、
　前記制御部は、前記センサによる処理結果に基づいて前記便鉢部に洗浄水を供給する便
器洗浄の制御を行った後に、前記着座検知部によって前記便座からの離座が検知された場
合に、前記便鉢部に洗浄水を供給する便器洗浄の制御を行わないことを特徴とする請求項
１又は請求項２に記載のトイレ装置。
【請求項４】
　前記センサによる処理結果に基づいて前記制御部によって実行される前記制御を設定す
る設定部を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載のトイレ
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はトイレ装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示されるトイレット付属ユニットは、使用者が便座に着座した状態で血
圧を測定する血圧計ユニットと、人体洗浄ノズルを有するビデ装置と、を備えている。こ
のトイレット付属ユニットは、使用者が血圧測定ボタンと同時に洗浄ボタンを押した場合
に、対話画面を表示することにより血圧を測定するか股間部を洗浄するかを選択するよう
使用者に要請する。そして、トイレット付属ユニットは、タッチ入力パネルの操作により
使用者が血圧測定を選択すると、洗浄指令を取り消して、血圧を測定する。一方で、トイ
レット付属ユニットは、使用者がビデ装置の使用を選択した場合には、血圧測定指令を取
り消し、ノズルから洗浄水を噴射させて股間部の洗浄を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１３４６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のトイレット付属ユニットは、選択画面の表示時に血圧測定
を選択した場合、洗浄指令が取り消されるため、血圧測定を実行した後に局部洗浄を行お
うとすると、再度洗浄ボタンを押す必要がある。一方で、使用者は、選択画面の表示時に
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ビデ装置の使用を選択した場合、血圧測定指令が取り消されるため、局部洗浄を実行した
後に血圧測定を行おうとすると、再度血圧測定ボタンを押す必要がある。以上のように、
一度押した操作ボタンを再度押す必要が生じてしまい、血圧測定のような人体を対象とし
た測定と、局部洗浄のようなトイレの主要な制御と、を円滑に行い難くなり、操作性が悪
化することになる。
【０００５】
　本発明は、上記従来の実情に鑑みてなされたものであって、操作性が向上し得るトイレ
装置を提供することを解決すべき課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明のトイレ装置は、
　指先を検知するとともに、指先を測定対象とした測定を行うセンサと、
　前記センサによって指先が検知された場合に、洗浄ノズルから洗浄水を吐出する局部洗
浄の開始制御もしくは停止制御、吹出口から温風を吹き出して局部を乾燥させる温風乾燥
の開始制御もしくは停止制御、又は、便器本体の便鉢部に洗浄水を供給する便器洗浄の制
御の少なくともいずれかの制御を行う制御部と、
を備えることを特徴とする。
【０００７】
　このトイレ装置は、センサによって測定対象である指先を検知することができる。そし
て、制御部は、センサによって指先が検知された場合に、洗浄ノズルから洗浄水を吐出す
る局部洗浄の開始制御もしくは停止制御、吹出口から温風を吹き出して局部を乾燥させる
温風乾燥の開始制御もしくは停止制御、又は、便器本体の便鉢部に洗浄水を供給する便器
洗浄の制御の少なくともいずれかの制御を行う。このように、トイレ装置は、センサによ
って指先が検知されるタイミングで、上記少なくともいずれかの制御を実行することがで
きる。そのため、トイレ装置は、センサによって指先が検知された後に、別途操作を行う
ことなく上記少なくともいずれかの制御を実行することができる。したがって、トイレ装
置の操作性を向上させることができる。
【０００８】
　第２の発明のトイレ装置は、
　指先を検知するとともに、指先を測定対象とした測定を行うセンサと、
　前記センサによって指先が検知されなくなった場合、もしくは前記センサによる測定が
完了した場合に、洗浄ノズルから洗浄水を吐出する局部洗浄の開始制御もしくは停止制御
、吹出口から温風を吹き出して局部を乾燥させる温風乾燥の開始制御もしくは停止制御、
又は、便器本体の便鉢部に洗浄水を供給する便器洗浄の制御の少なくともいずれかの制御
を行う制御部と、
を備えることを特徴とする。
【０００９】
　このトイレ装置は、センサによって測定対象である指先を検知することができる。そし
て、制御部は、センサによって指先が検知されなくなった場合、もしくは前記センサによ
る測定が完了した場合に、洗浄ノズルから洗浄水を吐出する局部洗浄の開始制御もしくは
停止制御、吹出口から温風を吹き出して局部を乾燥させる温風乾燥の開始制御もしくは停
止制御、又は、便器本体の便鉢部に洗浄水を供給する便器洗浄の制御の少なくともいずれ
かの制御を行う。このように、トイレ装置は、センサによって指先が検知されなくなるタ
イミング、もしくはセンサによる測定が完了したタイミングで、上記少なくともいずれか
の制御を実行することができる。そのため、トイレ装置は、センサによって測定された指
先がセンサから離れたりして検知されなくなった後や、センサによる測定が完了した後に
、別途操作を行うことなく、上記少なくともいずれかの制御を実行することができる。し
たがって、トイレ装置の操作性を向上させることができる。特に、トイレ装置は、センサ
による指先の測定が終了してから上記制御を実行することで、使用者が上記制御に気を取
られることなくセンサによる指先の測定に集中することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例１に係るトイレ装置が設けられたトイレルームの様子を示す説明図である
。
【図２】図１のリモートコントローラを概略的に示す斜視図である。
【図３】図１のトイレ装置の電気的構成を概略的に例示するブロック図である。
【図４】図１のリモートコントローラで実行される制御の流れを示すフローチャートであ
る。
【図５】実施例２のリモートコントローラで実行される制御の流れを示すフローチャート
である。
【図６】実施例３のリモートコントローラで実行される制御の流れを示すフローチャート
である。
【図７】実施例４のリモートコントローラで実行される制御の流れを示すフローチャート
である。
【図８】実施例５のリモートコントローラで実行される制御の流れを示すフローチャート
である。
【図９】実施例６のリモートコントローラで実行される制御の流れを示すフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明における好ましい実施の形態を説明する。
【００１２】
　本発明のトイレ装置は、
　便座への着座を検知する着座検知部を備え、
　前記制御部は、前記センサによる処理結果に基づいて前記便鉢部に洗浄水を供給する便
器洗浄の制御を行った後に、前記着座検知部によって前記便座からの離座が検知された場
合に、前記便鉢部に洗浄水を供給する便器洗浄の制御を行わなくし得る。
　この場合、このトイレ装置は、センサによる処理結果に基づいて便鉢部に洗浄水を供給
する便器洗浄の制御が行われている場合、さらにセンサによる指先の検知結果に基づいて
便器洗浄が行われることを防ぐことができる。このように、トイレ装置は、不要な便器洗
浄が続けて行われることを防ぐことができる。
【００１３】
　本発明のトイレ装置は、
　前記センサによる処理結果に基づいて前記制御部によって実行される制御を設定する設
定部を備え得る。
　この場合、このトイレ装置は、センサによる処理結果に基づいて制御部によって実行さ
れる制御を、予め設定部によって設定することで、センサによる指先の検知結果に基づい
て制御部が制御を行う際に、所望の制御を行うようにすることができる。
【００１４】
　次に、本発明のトイレ装置を具体化した実施例について、図面を参照しつつ説明する。
【００１５】
　＜実施例１＞
　実施例１のトイレ装置１０は、図１に示すように、便器本体２０、便座装置３０、及び
リモートコントローラ６０を備えている。トイレ装置１０は、リモートコントローラ６０
が操作されることによって、便座装置３０の各種機能が発揮される。
【００１６】
　便器本体２０は、図１に示すように、トイレルームの床面上に設置される床置き式の水
洗式便器である。便器本体２０は、便鉢部２１が形成されている。便鉢部２１は、上端部
が略楕円形状に開口した椀形状である。便鉢部２１は、洗浄水が滞留する溜水部（図示略
）が下部に形成されている。溜水部は、洗浄水が排出される排水路（図示略）が連通され
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ている。
【００１７】
　便座装置３０は、図１に示すように、便器本体２０の上面に組み付けられている。便座
装置３０は、便座３１、便蓋３２、及び本体３３を有している。本体３３は、便器本体２
０に着脱可能に固定されている。本体３３は、後述する局部洗浄部４２、温風乾燥部４３
、及び着座検知部４４等の機能装置が組み付けられている。本体３３は、上記機能装置の
動作等を制御する機能部５０を内部に収容する。機能部５０は、後述する制御部５１、及
びメモリ５２等を備えている。本体３３は、便座３１、及び便蓋３２を、倒伏姿勢と起立
姿勢との間で回動自在となるように軸支している。便座３１は、内側が開口した環状に形
成されている。便座３１は、倒伏姿勢で便器本体２０の便鉢部２１の上端部に沿うように
配置される。便蓋３２は、倒伏姿勢において便座３１を上方から覆い、便座３１の開口及
び便鉢部２１の開口を塞ぐ。
【００１８】
　便座装置３０は、図３に示すように、制御部５１、メモリ５２、通信部５３、電源部５
４、便器洗浄部４１、局部洗浄部４２、温風乾燥部４３、及び着座検知部４４を備えてい
る。制御部５１は、公知のコンピュータとして構成され、便座装置３０全体を制御する情
報処理装置として機能する。制御部５１は、メモリ５２、通信部５３、電源部５４、便器
洗浄部４１、局部洗浄部４２、温風乾燥部４３、及び着座検知部４４等が接続されている
。制御部５１は、局部洗浄部４２、温風乾燥部４３、及び着座検知部４４等を動作させる
ための制御信号を出力する。メモリ５２は、公知のメモリであり、局部洗浄部４２等の各
機能装置を制御可能なシステムプログラム等が予め格納されている。通信部５３は、リモ
ートコントローラ６０と無線通信する。通信部５３は、例えば赤外線通信を行う赤外線通
信インタフェースとして構成されている。
【００１９】
　電源部５４は、商用１００Ｖ電源などの外部電源から電力供給を受けて、所定の電源電
圧を生成するように機能する公知の電源回路などによって構成されている。電源部５４は
、出力する電源電圧が配線（図示略）を介して便器洗浄部４１、局部洗浄部４２、温風乾
燥部４３、及び着座検知部４４等の様々な電子装置に供給される。
【００２０】
　便器洗浄部４１は、便鉢部２１に洗浄水を供給する装置である。便器洗浄部４１は、図
示しない給水路、及び給水弁を備えている。給水路は、水道水等の洗浄水を便鉢部２１に
供給する通路である。給水路は、便鉢部２１に通じている。給水弁は、例えば電磁弁とし
て構成され、給水路の所定箇所に設けられている。便器洗浄部４１は、制御部５１からの
便器洗浄の制御信号に基づいて、給水路を開放して便鉢部２１への洗浄水の供給を開始し
、所定時間の経過後に給水路を遮断して便鉢部２１への洗浄水の供給を停止する。便器洗
浄部４１は、便鉢部２１に洗浄水を供給し、便鉢部２１内の便（大便、及び小便）を溜水
部に滞留していた洗浄水とともに排水路へと排出する。
【００２１】
　局部洗浄部４２は、リモートコントローラ６０からの制御信号に基づいて局部を洗浄す
る。局部洗浄部４２は、図１に示すように、洗浄水が吐出する洗浄ノズル４２Ａを備えて
いる。局部洗浄部４２は、本体３３に形成された開口（図示略）を介して洗浄ノズル４２
Ａが便鉢部２１内に向けて進退可能になっている。洗浄ノズル４２Ａは、洗浄時に便鉢部
２１内に進出し、先端部から洗浄水が吐出することによって局部を洗浄する。
【００２２】
　温風乾燥部４３は、リモートコントローラ６０からの制御信号に基づいて局部を温風に
よって乾燥させる。温風乾燥部４３は、例えば、吸い込んだ外気をヒータで温めて、吹出
口４３Ａから温風を前方に吹き出させる。
【００２３】
　着座検知部４４は、使用者が便座３１に着座した状態を検知する。着座検知部４４は、
図１に示すように、本体３３に組み付けられている。着座検知部４４は、公知の赤外線セ
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ンサによって構成されている。着座検知部４４は、図示しない発光素子（例えばＬＥＤ等
）、及び受光素子（例えばフォトダイオード等）を備えている。着座検知部４４は、発光
素子から赤外線が照射され、着座している使用者の人体で反射された赤外線を受光素子に
よって受光することにより、便座３１上に使用者が着座していることを検知する。
【００２４】
　リモートコントローラ６０は、便座装置３０の各種機能を作動させるための入力装置で
ある。リモートコントローラ６０は、使用者の操作に応じた操作信号を無線信号によって
便座装置３０へ送信する。リモートコントローラ６０は、図２に示すように、長手箱状に
形成されている。リモートコントローラ６０は、正面（壁面に対向する面とは反対の面）
が操作面となっている。リモートコントローラ６０は、例えば、背面（壁面に対向する面
）に溝が形成され、壁面に固定されたホルダー部材７０に形成されたレールに対して沿う
ようにスライドさせて差し込むことにより、リモートコントローラ６０を壁面に着脱可能
に取り付けられる。
【００２５】
　リモートコントローラ６０は、図２に示すように、筐体６０Ａ、操作部６３（操作ボタ
ン６３Ａ、及び割当ボタン６３Ｂ）、表示部６５、及び脈波センサ（請求項の「センサ」
に相当）６７を備えている。筐体６０Ａは、内部にマイコンや電池６６等が収容されてい
る。操作部６３は、例えばボタン式の入力スイッチとして構成されている。操作ボタン６
３Ａは、便座装置３０の動作、表示部６５の表示の変更等を行うために操作される。操作
ボタン６３Ａは、予め各種機能のいずれかが割り当てられている。例えば、複数の操作ボ
タン６３Ａは、それぞれ便蓋の開閉、便器洗浄、局部洗浄の開始、及び局部洗浄の停止等
の制御を行うためのボタンである。
【００２６】
　表示部６５は、液晶表示器や有機ＥＬディスプレイなどの公知の表示装置によって構成
されている。表示部６５は、使用者の操作に応じた情報や、便座装置３０の動作状態など
の各種情報を表示する。
【００２７】
　割当ボタン６３Ｂは、リモートコントローラ６０の操作内容や便座装置３０の動作状態
に応じて機能の割り当てが変わるボタンである。表示部６５は、割当ボタン６３Ｂに隣接
する部分（上側で隣接する部分）に、その時点で割当ボタン６３Ｂに割り当てられている
機能を表示することで、ボタンと機能の対応を使用者が認識できる。リモートコントロー
ラ６０は、使用者が押下した割当ボタン６３Ｂに対応する機能を、その時点での割り当て
に基づいて特定し、後述する通信部６４から赤外線通信で便座装置３０に制御信号をさせ
たり、表示部６５の表示を切り替えたりする。
【００２８】
　脈波センサ６７は、使用者の指先から脈波波形のデータを取得する装置である。脈波セ
ンサ６７は、指置き部６７Ａ（図２参照）、発光素子（図示略）、及び受光素子（図示略
）を備えている。指置き部６７Ａは、リモートコントローラ６０の操作面上に配置されて
いる。指置き部６７Ａは、透明な板状部材（例えば樹脂部材）によって構成されている。
発光素子は、例えばＬＥＤ等によって構成されている。受光素子は、例えばフォトダイオ
ード等によって構成されている。脈波センサ６７は、発光素子によって光を照射し、指置
き部６７Ａ上に置かれた使用者の指先の血管で反射された光を受光素子で受光する。脈波
センサ６７は、指先の血管の拡張時と収縮時とで光の反射率が異なる現象を利用して、受
光量の変動情報から血流の変化を使用者の脈波波形として検出する。
【００２９】
　リモートコントローラ６０は、図３に示すように、制御部６１、メモリ６２、操作部６
３（操作ボタン６３Ａ、及び割当ボタン６３Ｂ）、通信部６４、表示部６５、電池６６、
及び脈波センサ６７を備えている。制御部６１は、公知のコンピュータとして構成され、
リモートコントローラ６０全体を制御する情報処理装置として機能する。制御部６１は、
メモリ６２、操作部６３、通信部６４、表示部６５、電池６６、及び脈波センサ６７等が
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接続されている。制御部６１は、表示部６５、及び脈波センサ６７等を動作させるための
制御信号を出力する。メモリ６２は、公知のメモリであり、脈波センサ６７等の各機能装
置を制御可能なシステムプログラム等が予め格納されている。操作部６３は、使用者によ
る操作に応じて、制御部６１に対して操作信号を送信する。通信部６４は、便座装置３０
と無線通信する。通信部６４は、例えば赤外線通信を行う赤外線通信インタフェースとし
て構成されている。電池６６は、所定の直流電圧を発生可能な乾電池等である。
【００３０】
　制御部６１は、便座装置３０に対して様々な制御を行わせるように制御信号を送信する
。例えば、制御部６１は、便座装置３０に対して局部洗浄の開始信号及び停止信号を送信
することで、それぞれ局部洗浄の開始制御及び停止制御を便座装置３０に行わせる。制御
部６１は、便座装置３０に対して温風乾燥の開始信号及び停止信号を送信することで、そ
れぞれ温風乾燥の開始制御及び停止制御を便座装置３０に行わせる。制御部６１は、便座
装置３０に対して便器洗浄信号を送信することで、便座装置３０に便器洗浄制御を行わせ
る。
【００３１】
　制御部６１は、脈波センサ６７によって指先が検知されたか否か判定する機能を有する
。具体的には、制御部６１は、発光素子によって照射された光が指置き部６７Ａ上に置か
れた使用者の指先の血管で反射されて受光素子で受光されて、脈波センサ６７によって脈
波測定が開始された場合に、指先が検知されたと判定する。
【００３２】
　制御部６１は、脈波センサ６７によって指先が検知された場合、または脈波センサ６７
によって指先が検知されなくなった場合に、便座装置３０に関する様々な制御（自動制御
）を行うように機能する。例えば、制御部６１は、自動制御として、便座装置３０に対し
て局部洗浄の開始信号及び停止信号を送信することで、それぞれ局部洗浄の開始制御及び
停止制御を便座装置３０に行わせる。制御部６１は、自動制御として、便座装置３０に対
して温風乾燥の開始信号及び停止信号を送信することで、それぞれ温風乾燥の開始制御及
び停止制御を便座装置３０に行わせる。制御部６１は、自動制御として、便座装置３０に
対して便器洗浄信号を送信することで、便座装置３０に便器洗浄制御を行わせる。
【００３３】
　制御部６１は、図３に示すように、設定部６１Ａの機能が含まれている。制御部６１で
実行される設定部６１Ａの機能は、ＣＰＵ等によるソフトウェア処理によって実現されて
もよく、ハードウェア回路によって実現されてもよい。各機能は別々の装置によって実現
されてもよく、共通の装置によって実現されてもよい。
【００３４】
　設定部６１Ａは、脈波センサ６７によって指先が検知された場合に、制御部６１によっ
て実行される制御（自動制御）を設定する機能を有する部分である。設定部６１Ａは、メ
モリ６２に自動制御の内容を記憶させることで、制御部６１が自動制御に関する制御信号
を便座装置３０に送信する。例えば、リモートコントローラ６０は、操作ボタン６３Ａ等
を操作することで、表示部６５によって１又は複数の自動制御の内容を割当ボタン６３Ｂ
の操作で選択可能に表示させる。設定部６１Ａは、割当ボタン６３Ｂの操作で選択した制
御（自動制御）の内容をメモリ６２に記憶させる。制御部６１は、脈波センサ６７によっ
て指先が検知された場合に、メモリ６２に記憶された選択内容に関する制御信号の送信を
行う。
【００３５】
　次に、リモートコントローラ６０で実行される制御の流れについて、図４を参照して説
明する。実施例1では、リモートコントローラ６０は、脈波センサ６７によって指先が検
知された場合の自動制御の設定として局部洗浄の開始制御が、設定部６１Ａによってメモ
リ６２に記憶されている。
【００３６】
　リモートコントローラ６０は、脈波センサ６７が起動状態にあり、指先が指置き部６７
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Ａに置かれて、脈波センサ６７によって指先が検知されることで、図４の処理を開始する
。ステップＳ１１では、リモートコントローラ６０は、脈波センサ６７によって指先が検
知されるとともに、脈波波形が測定される。リモートコントローラ６０は、発光素子から
光を照射するとともに受光素子で光が受光された場合に、発光素子から照射された光が指
置き部６７Ａ上の指先で反射されて受光素子で受光されたとして、指置き部６７Ａに指先
が置かれたと判定する。脈波センサ６７は、受光素子で受光する受光量の時間変化を、脈
波波形のデータとして測定する。
【００３７】
　ステップＳ１１の後、リモートコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設定があ
るか否か判定する（ステップＳ１２）。具体的には、リモートコントローラ６０は、制御
部６１によって指先が検知された場合の自動制御に関する内容がメモリ６２に記憶されて
いるか否か判定する。図４に示す処理を実行する前に、予め設定部６１Ａによってメモリ
６２に自動制御の内容が記憶されている場合、Ｙｅｓに進み、ステップＳ１３の処理を行
う。一方で、図４に示す処理を実行する前に、予め設定部６１Ａによってメモリ６２に自
動制御の内容が記憶されていない場合、Ｎｏに進み、ステップＳ１４の処理を行う。
【００３８】
　ステップＳ１４では、リモートコントローラ６０は、局部洗浄の開始操作が行われたか
否か判定する。具体的には、リモートコントローラ６０は、使用者によって局部洗浄開始
に関する操作ボタン６３Ａが押下されたか否か判定する。リモートコントローラ６０は、
局部洗浄の開始操作が行われたと判定する場合、Ｙｅｓに進み、ステップＳ１３の処理を
行う。一方で、リモートコントローラ６０は、局部洗浄の開始操作が行われていないと判
定する場合、Ｎｏに進み、便座装置３０から離座に関する信号を受信したか否か判定する
（ステップＳ１５）。便座装置３０は、使用者が便座３１から離座した場合に、着座検知
部４４によって使用者が便座３１から離座した状態を検知する。便座装置３０は、リモー
トコントローラ６０に対して離座に関する信号を送信する。リモートコントローラ６０は
、離座に関する信号を受信したと判定する場合、Ｙｅｓに進み、図４に示す処理を終了す
る。一方で、リモートコントローラ６０は、離座に関する信号を受信していないと判定す
る場合、Ｎｏに進み、再びステップＳ１４の処理を行う。
【００３９】
　ステップＳ１３では、リモートコントローラ６０は、局部洗浄を指示する局部洗浄の開
始信号を便座装置３０に送信する。便座装置３０は、局部洗浄の開始信号を受信して、局
部洗浄処理を開始する。具体的には、便座装置３０は、洗浄ノズル４２Ａを便鉢部２１内
に進出させ、先端部から洗浄水が吐出することによって局部を洗浄する。
【００４０】
　ステップＳ１３に続いて、リモートコントローラ６０は、局部洗浄の停止操作がなされ
る（ステップＳ１６）。具体的には、リモートコントローラ６０は、使用者によって局部
洗浄停止に関する操作ボタン６３Ａが押下される。ステップＳ１６に続いて、リモートコ
ントローラ６０は、局部洗浄を停止させる局部洗浄の停止信号を便座装置３０に送信する
（ステップＳ１７）。便座装置３０は、局部洗浄の停止信号を受信して、局部洗浄処理を
停止する。ステップＳ１７の処理の後、リモートコントローラ６０は、図４に示す処理を
終了する。
【００４１】
　以下、本構成の効果を例示する。
　実施例１のトイレ装置１０は、脈波センサ６７によって測定対象である指先を検知する
ことができる。そして、制御部６１は、脈波センサ６７によって指先が検知された場合に
、洗浄ノズル４２Ａから洗浄水を吐出する局部洗浄の開始制御を行う。このように、トイ
レ装置１０は、脈波センサ６７によって指先が検知されるタイミングで、局部洗浄の開始
制御を実行することができる。そのため、トイレ装置１０は、脈波センサ６７によって指
先が検知された後に、別途操作を行うことなく局部洗浄の開始制御を実行することができ
る。これにより、脈波センサ６７によって脈波波形を測定するために指置き部６７Ａに指



(9) JP 2019-82012 A 2019.5.30

10

20

30

40

50

先を置いた後に、局部洗浄開始に関する操作ボタン６３Ａを押下する必要がなくなり、リ
モートコントローラ６０の操作回数を低減させることができる。特に、指置き部６７Ａに
指先を置いている状態で、さらに操作ボタン６３Ａを押下するという難しい操作を行うこ
とを防ぐことができる。したがって、トイレ装置１０は、操作性を向上させることができ
る。
【００４２】
　トイレ装置１０は、脈波センサ６７による指先の検知結果（請求項の「処理結果」に相
当）に基づいて制御部６１によって実行される制御を設定する設定部６１Ａを備える。こ
のため、トイレ装置１０は、脈波センサ６７による指先の検知結果に基づいて制御部６１
によって実行される制御を、予め設定部６１Ａによって設定することで、脈波センサ６７
による指先の検知結果に基づいて制御部６１が制御を行う際に、所望の制御を行うように
することができる。
【００４３】
　＜実施例２＞
　次に、実施例２について説明する。
　実施例２のトイレ装置１０は、自動制御として、脈波センサ６７で指先を検知した場合
に、局部洗浄の停止制御を行う点が実施例１と異なる。その他の構成は実施例１と同一で
あり、同一の構成は同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００４４】
　リモートコントローラ６０で実行される制御の流れについて、図５等を参照して説明す
る。実施例２のリモートコントローラ６０は、脈波センサ６７によって指先が検知された
場合の自動制御の設定として局部洗浄の停止制御が、予め設定部６１Ａによってメモリ６
２に記憶されている。
【００４５】
　リモートコントローラ６０は、局部洗浄を指示する局部洗浄の開始信号を便座装置３０
に送信することで（ステップＳ２１）、図５の処理を開始する。便座装置３０は、局部洗
浄の開始信号を受信して、局部洗浄処理を開始する。ステップＳ２１に続いて、リモート
コントローラ６０は、使用者が指置き部６７Ａに指先を置くことで、実施例１（ステップ
Ｓ１１）と同様に、脈波センサ６７によって指先が検知されるとともに、脈波波形が測定
される（ステップＳ２２）。
【００４６】
　ステップＳ２２に続いて、リモートコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設定
があるか否か判定する（ステップＳ２３）。具体的には、リモートコントローラ６０は、
制御部６１によって指先が検知された場合の自動制御に関する内容がメモリ６２に記憶さ
れているか否か判定する。図５に示す処理を実行する前に、予め設定部６１Ａによってメ
モリ６２に自動制御の内容が記憶されている場合、Ｙｅｓに進み、ステップＳ２４の処理
を行う。
【００４７】
　ステップＳ２４では、リモートコントローラ６０は、局部洗浄を停止させる局部洗浄の
停止信号を便座装置３０に送信する。便座装置３０は、局部洗浄の停止信号を受信して、
局部洗浄処理を停止する。ステップＳ２４の処理の後、リモートコントローラ６０は、図
５に示す処理を終了する。
【００４８】
　ステップＳ２３で、図５に示す処理を実行する前に、予め設定部６１Ａによってメモリ
６２に自動制御の内容が記憶されていない場合、Ｎｏに進み、ステップＳ２５の処理を行
う。ステップＳ２５では、リモートコントローラ６０は、局部洗浄の停止操作がなされる
。具体的には、リモートコントローラ６０は、使用者によって局部洗浄停止に関する操作
ボタン６３Ａが押下される。ステップＳ２５に続いて、リモートコントローラ６０は、ス
テップＳ２４の処理を行う。
【００４９】
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　以上のように、実施例２のトイレ装置１０では、制御部６１は、脈波センサ６７によっ
て指先が検知された場合に、局部洗浄の停止制御を行う。このように、トイレ装置１０は
、脈波センサ６７によって指先が検知されるタイミングで、局部洗浄の停止制御を実行す
ることができる。そのため、トイレ装置１０は、脈波センサ６７によって指先が検知され
た後に、別途操作を行うことなく局部洗浄の停止制御を実行することができる。したがっ
て、トイレ装置１０は、操作回数を低減し、容易な操作が可能となり、操作性を向上させ
ることができる。
【００５０】
　＜実施例３＞
　次に、実施例３について説明する。
　実施例３のトイレ装置１０は、自動制御として、脈波センサ６７で指先を検知した場合
に、便器洗浄の制御を行う点が実施例１と異なる。その他の構成は実施例１と同一であり
、同一の構成は同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００５１】
　リモートコントローラ６０で実行される制御の流れについて、図６等を参照して説明す
る。実施例３のリモートコントローラ６０は、脈波センサ６７によって指先が検知された
場合の自動制御の設定として便器洗浄の制御が、予め設定部６１Ａによってメモリ６２に
記憶されている。
【００５２】
　リモートコントローラ６０は、脈波センサ６７が起動状態にあり、指先が指置き部６７
Ａに置かれて、脈波センサ６７によって指先が検知されることで、図６の処理を開始する
。ステップＳ３１では、リモートコントローラ６０は、実施例１（ステップＳ１１）と同
様に、脈波センサ６７によって指先が検知されるとともに、脈波波形が測定される。
【００５３】
　ステップＳ３１の後、リモートコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設定があ
るか否か判定する（ステップＳ３２）。具体的には、リモートコントローラ６０は、制御
部６１によって指先が検知された場合の自動制御に関する内容がメモリ６２に記憶されて
いるか否か判定する。図６に示す処理を実行する前に、予め設定部６１Ａによってメモリ
６２に自動制御の内容が記憶されている場合、Ｙｅｓに進み、ステップＳ３３の処理を行
う。
【００５４】
　ステップＳ３３では、リモートコントローラ６０は、便器洗浄を指示する便器洗浄の制
御信号を便座装置３０に送信する。便座装置３０は、便器洗浄の制御信号を受信して、便
器洗浄処理を開始する。便座装置３０は、便器洗浄の制御信号を受信して、便器洗浄処理
を行う。具体的には、便座装置３０は、便器洗浄部４１によって、給水路を開放して便鉢
部２１への洗浄水の供給を開始し、所定時間の経過後に給水路を遮断して便鉢部２１への
洗浄水の供給を停止する。
【００５５】
　ステップＳ３３に続いて、リモートコントローラ６０は、便座装置３０は、便座装置３
０から離座に関する信号を受信し（ステップＳ３４）、便器洗浄の制御信号を送信するこ
となく、図６の処理を終了する。便座装置３０は、使用者が便座３１から離座した場合に
、着座検知部４４によって使用者が便座３１から離座した状態を検知する。便座装置３０
は、リモートコントローラ６０に対して離座に関する信号を送信する。
【００５６】
　ステップＳ３２で、図６に示す処理を実行する前に、予め設定部６１Ａによってメモリ
６２に自動制御の内容が記憶されていない場合、Ｎｏに進み、ステップＳ３５の処理を行
う。ステップＳ３５では、リモートコントローラ６０は、便器洗浄の操作が行われたか否
か判定する。具体的には、リモートコントローラ６０は、使用者によって便器洗浄に関す
る操作ボタン６３Ａが押下されたか否か判定する。リモートコントローラ６０は、便器洗
浄の操作が行われたと判定する場合、Ｙｅｓに進み、ステップＳ３３の処理を行う。
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【００５７】
　一方で、リモートコントローラ６０は、ステップＳ３５で、便器洗浄の操作が行われて
いないと判定する場合、Ｎｏに進み、便座装置３０から離座に関する信号を受信したか否
か判定する（ステップＳ３６）。リモートコントローラ６０は、離座に関する信号を受信
したと判定する場合、Ｙｅｓに進み、便器洗浄を指示する便器洗浄の制御信号を便座装置
３０に送信する（ステップＳ３７）。リモートコントローラ６０は、ステップＳ３７の処
理を実行すると、図６に示す処理を終了する。
【００５８】
　以上のように、実施例３のトイレ装置１０では、制御部６１は、脈波センサ６７によっ
て指先が検知された場合に、便器洗浄の制御を行う。このように、トイレ装置１０は、脈
波センサ６７によって指先が検知されるタイミングで、便器洗浄の制御を実行することが
できる。そのため、トイレ装置１０は、脈波センサ６７によって指先が検知された後に、
別途操作を行うことなく便器洗浄の制御を実行することができる。したがって、トイレ装
置１０は、操作回数を低減し、容易な操作が可能となり、操作性を向上させることができ
る。
【００５９】
　実施例３のトイレ装置１０は、制御部６１が、脈波センサ６７による指先の検知結果（
請求項の「処理結果」に相当）に基づいて便器洗浄の制御を行った後に（ステップＳ３３
）、着座検知部４４によって便座３１からの離座が検知された場合に、便鉢部２１に洗浄
水を供給する便器洗浄の制御を行わない。このため、トイレ装置１０は、脈波センサ６７
による指先の検知結果に基づいて便鉢部２１に洗浄水を供給する便器洗浄の制御が行われ
ている場合、さらに脈波センサ６７による指先の検知結果に基づいて便器洗浄が行われる
ことを防ぐことができる。このように、トイレ装置１０は、不要な便器洗浄が続けて行わ
れることを防ぐことができる。
【００６０】
　＜実施例４＞
　次に、実施例４について説明する。
　実施例４のトイレ装置１０は、自動制御として、脈波センサ６７で指先を検知しなくな
った場合に、便座装置３０に関する様々な制御（自動制御）を行う点が実施例１と異なる
。その他の構成は実施例１と同一であり、同一の構成は同一の符号を付し、詳細な説明を
省略する。
【００６１】
　制御部６１は、脈波センサ６７によって指先が検知されなくなった場合に、便座装置３
０に関する様々な制御（自動制御）を行うように機能する。具体的には、制御部６１は、
実施例１と同様に、便座装置３０に対して、洗浄ノズル４２Ａから洗浄水を吐出する局部
洗浄の開始制御もしくは停止制御、吹出口４３Ａから温風を吹き出して局部を乾燥させる
温風乾燥の開始制御もしくは停止制御、又は、便器本体の便鉢部に洗浄水を供給する便器
洗浄の制御などを行う。
【００６２】
　設定部６１Ａは、脈波センサ６７によって指先が検知されなくなった場合に、制御部６
１によって実行される制御（自動制御）を設定する機能を有する部分である。設定部６１
Ａは、実施例１と同様に、メモリ６２に自動制御の内容を記憶させることで、制御部６１
が自動制御に関する制御信号を便座装置３０に送信する。
【００６３】
　リモートコントローラ６０で実行される制御の流れについて、図７等を参照して説明す
る。実施例４のリモートコントローラ６０は、脈波センサ６７によって指先が検知されな
くなった場合の自動制御の設定として局部洗浄の開始制御が、予め設定部６１Ａによって
メモリ６２に記憶されている。
【００６４】
　リモートコントローラ６０は、脈波センサ６７が起動状態にあり、指先が指置き部６７
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Ａに置かれて、脈波センサ６７によって指先が検知されることで、図７の処理を開始する
。ステップＳ４１では、リモートコントローラ６０は、実施例１（ステップＳ１１）と同
様に、脈波センサ６７によって指先が検知されるとともに、脈波波形が測定される。
【００６５】
　リモートコントローラ６０は、ステップＳ４１の後、脈波センサ６７によって指先が検
知されなくなったことを検出する（ステップＳ４２）。リモートコントローラ６０は、受
光素子で受光されていた指置き部６７Ａ上の指先で反射された光が検出しなくなった場合
に、指置き部６７Ａ上から指先が離れたとして、指先が検知されなくなったことを検出す
る。
【００６６】
　リモートコントローラ６０は、ステップＳ４２の後、メモリ６２に自動制御の設定があ
るか否か判定する（ステップＳ４３）。具体的には、リモートコントローラ６０は、制御
部６１によって指先が検知されなくなった場合の自動制御に関する内容がメモリ６２に記
憶されているか否か判定する。リモートコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設
定があると判定する場合、Ｙｅｓに進み、ステップＳ４４の処理を行う。一方で、リモー
トコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設定がないと判定する場合、Ｎｏに進み
、ステップＳ４５の処理を行う。以降、ステップＳ４４～Ｓ４８の処理は、実施例１のス
テップＳ１３～Ｓ１７の処理と同様であり、説明を省略する。
【００６７】
　このトイレ装置１０は、制御部６１が、脈波センサ６７によって指先が検知されなくな
った場合に、局部洗浄の開始制御を行う。このように、トイレ装置１０は、脈波センサ６
７によって指先が検知されなくなるタイミングで、局部洗浄の開始制御を実行することが
できる。そのため、トイレ装置１０は、脈波センサ６７によって測定された指先が脈波セ
ンサ６７から離れたりして検知されなくなった後に、別途操作を行うことなく、局部洗浄
の開始制御を実行することができる。これにより、脈波センサ６７による脈波波形の測定
が終了して、指置き部６７Ａから指先を離した後に、局部洗浄開始に関する操作ボタン６
３Ａを押下する必要がなくなり、リモートコントローラ６０の操作回数を低減させること
ができる。したがって、トイレ装置１０は、操作性を向上させることができる。特に、ト
イレ装置は、脈波センサ６７による指先の測定が終了して指先が脈波センサ６７から離れ
てから局部洗浄の開始制御を実行することで、使用者が局部洗浄に気を取られることなく
脈波センサ６７による指先の測定に集中することができる。
【００６８】
　＜実施例５＞
　次に、実施例５について説明する。
　実施例５のトイレ装置１０は、自動制御として、脈波センサ６７で指先を検知しなくな
った場合に、局部洗浄の停止制御を行う点が実施例４と異なる。その他の構成は実施例４
と同一であり、同一の構成は同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００６９】
　リモートコントローラ６０で実行される制御の流れについて、図８等を参照して説明す
る。実施例５のリモートコントローラ６０は、脈波センサ６７によって指先が検知されな
くなった場合の自動制御の設定として局部洗浄の停止制御が、予め設定部６１Ａによって
メモリ６２に記憶されている。
【００７０】
　リモートコントローラ６０は、局部洗浄を指示する局部洗浄の開始信号を便座装置３０
に送信することで（ステップＳ５１）、図８の処理を開始する。便座装置３０は、局部洗
浄の開始信号を受信して、局部洗浄処理を開始する。ステップＳ５１に続いて、リモート
コントローラ６０は、使用者が指置き部６７Ａに指先を置くことで、実施例１（ステップ
Ｓ１１）と同様に、脈波センサ６７によって指先が検知されるとともに、脈波波形が測定
される（ステップＳ５２）。
【００７１】
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　ステップＳ５２に続いて、リモートコントローラ６０は、実施例４（ステップＳ４２）
と同様に、脈波センサ６７によって指先が検知されなくなったことを検出する（ステップ
Ｓ５３）。
【００７２】
　リモートコントローラ６０は、ステップＳ５３の後、メモリ６２に自動制御の設定があ
るか否か判定する（ステップＳ５４）。具体的には、リモートコントローラ６０は、制御
部６１によって指先が検知されなくなった場合の自動制御に関する内容がメモリ６２に記
憶されているか否か判定する。リモートコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設
定があると判定する場合、Ｙｅｓに進み、ステップＳ５５の処理を行う。一方で、リモー
トコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設定がないと判定する場合、Ｎｏに進み
、ステップＳ５６の処理を行う。以降、ステップＳ５５、Ｓ５６の処理は、実施例２のス
テップＳ２４、Ｓ２５の処理と同様であり、説明を省略する。
【００７３】
　以上のように、実施例５のトイレ装置１０では、制御部６１は、脈波センサ６７によっ
て指先が検知されなくなった場合に、局部洗浄の停止制御を行う。このように、トイレ装
置１０は、脈波センサ６７によって指先が検知されなくなるタイミングで、局部洗浄の停
止制御を実行することができる。そのため、トイレ装置１０は、脈波センサ６７によって
指先が検知されなくなった後に、別途操作を行うことなく局部洗浄の停止制御を実行する
ことができる。したがって、トイレ装置１０は、操作回数を低減し、操作性を向上させる
ことができる。
【００７４】
　＜実施例６＞
　次に、実施例６について説明する。
　実施例６のトイレ装置１０は、自動制御として、脈波センサ６７で指先を検知しなくな
った場合に、便器洗浄の制御を行う点が実施例４と異なる。その他の構成は実施例４と同
一であり、同一の構成は同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００７５】
　リモートコントローラ６０で実行される制御の流れについて、図９等を参照して説明す
る。実施例６のリモートコントローラ６０は、脈波センサ６７によって指先が検知されな
くなった場合の自動制御の設定として便器洗浄の制御が、予め設定部６１Ａによってメモ
リ６２に記憶されている。
【００７６】
　リモートコントローラ６０は、脈波センサ６７が起動状態にあり、指先が指置き部６７
Ａに置かれて、脈波センサ６７によって指先が検知されることで、図９の処理を開始する
。ステップＳ６１では、リモートコントローラ６０は、実施例１（ステップＳ１１）と同
様に、脈波センサ６７によって指先が検知されるとともに、脈波波形が測定される。
【００７７】
　リモートコントローラ６０は、ステップＳ６１の後、実施例４（ステップＳ４２）と同
様に、脈波センサ６７によって指先が検知されなくなったことを検出する（ステップＳ６
２）。
【００７８】
　リモートコントローラ６０は、ステップＳ６２の後、メモリ６２に自動制御の設定があ
るか否か判定する（ステップＳ６３）。具体的には、リモートコントローラ６０は、制御
部６１によって指先が検知されなくなった場合の自動制御に関する内容がメモリ６２に記
憶されているか否か判定する。リモートコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設
定があると判定する場合、Ｙｅｓに進み、ステップＳ６４の処理を行う。一方で、リモー
トコントローラ６０は、メモリ６２に自動制御の設定がないと判定する場合、Ｎｏに進み
、ステップＳ６６の処理を行う。以降、ステップＳ６４～Ｓ６８の処理は、実施例３のス
テップＳ３３～Ｓ３７の処理と同様であり、説明を省略する。
【００７９】
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　以上のように、実施例６のトイレ装置１０では、制御部６１は、脈波センサ６７によっ
て指先が検知されなくなった場合に、便器洗浄の制御を行う。このように、トイレ装置１
０は、脈波センサ６７によって指先が検知されなくなるタイミングで、便器洗浄の制御を
実行することができる。そのため、トイレ装置１０は、脈波センサ６７によって指先が検
知されなくなった後に、別途操作を行うことなく便器洗浄の制御を実行することができる
。したがって、トイレ装置１０は、操作回数を低減し、操作性を向上させることができる
。
【００８０】
　実施例６のトイレ装置１０は、制御部６１が、脈波センサ６７による指先の検知結果に
基づいて便器洗浄の制御を行った後に（ステップＳ６４）、着座検知部４４によって便座
３１からの離座が検知された場合に、便鉢部２１に洗浄水を供給する便器洗浄の制御を行
わない。このように、トイレ装置１０は、不要な便器洗浄が続けて行われることを防ぐこ
とができる。
【００８１】
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例に限定されるものではなく、例えば
次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
（１）実施例４～６では、トイレ装置１０は、脈波センサ６７で指先を検知しなくなった
場合に、便座装置３０に関する様々な制御（自動制御）を行ったが、脈波センサ６７によ
る脈波測定が完了した場合に、自動制御を行ってもよい。
　この場合、制御部６１は、脈波センサ６７による脈波測定が完了した場合（例えば、脈
波センサ６７による脈波測定が一定時間行われて測定が完了した場合）に、実施例４～６
と同様の自動制御を行うように機能する。設定部６１Ａは、実施例４～６と同様に、メモ
リ６２に自動制御の内容を記憶させることで、制御部６１が自動制御に関する制御信号を
便座装置３０に送信する。
　例えば、制御部６１は、実施例４～６のリモートコントローラ６０による処理において
、脈波センサ６７による指先が検知されなくなったことの検出（図７のステップＳ４２、
図８のステップＳ５３、図９のステップＳ６２）の代わりに、脈波センサ６７による脈波
測定が完了したことの検出を行う構成とし得る。
（２）実施例１，４では、リモートコントローラ６０が行う自動制御として、局部洗浄の
開始制御を行う例を示したが、吹出口４３Ａから温風を吹き出して局部を乾燥させる温風
乾燥の開始制御を行ってもよい。同様に、実施例２，５では、リモートコントローラ６０
が行う自動制御として、局部洗浄の停止制御を行う例を示したが、温風乾燥の停止制御を
行ってもよい。これらの場合、リモートコントローラ６０は、自動制御の設定として温風
乾燥の開始制御が、予め設定部６１Ａによってメモリ６２に記憶されている。
（３）実施例１～６では、リモートコントローラ６０は、自動制御として、局部洗浄の開
始制御もしくは停止制御、温風乾燥の開始制御もしくは停止制御、又は、便器洗浄の制御
のうちのいずれか１つの制御を行う例を示したが、これらの制御のうち複数の制御を行っ
てもよい。例えば、リモートコントローラ６０は、自動制御の設定として、局部洗浄の開
始制御および温風乾燥の開始制御が、予め設定部６１Ａによってメモリ６２に記憶されて
いる場合、自動制御が行われる際に、局部洗浄を開始させて、局部洗浄の停止後（所定時
間の経過による自動停止後や停止操作後）に温風乾燥の開始制御が自動的に行われる。
（４）実施例１～６では、リモートコントローラ６０の制御部６１が脈波センサ６７の検
知結果に基づいて自動制御を行う構成を示したが、便座装置３０の制御部５１が脈波セン
サ６７の検知結果に基づいて自動制御を行う構成であってもよい。この場合、リモートコ
ントローラ６０は、脈波センサ６７による指先の検知結果を便座装置３０に送信する。便
座装置３０の制御部５１は、図３に示す設定部６１Ａと同様の機能が含まれている。便座
装置３０は、受信した指先の検知結果に基づいて自動制御（局部洗浄の開始制御もしくは
停止制御、又は便器洗浄の制御など）を行う。
（５）実施例１～６では、リモートコントローラ６０は、脈波センサ６７によって指先が
検知されるとともに、脈波波形を測定する例（例えば、ステップＳ１１）を示したが、脈



(15) JP 2019-82012 A 2019.5.30

10

20

波センサ６７によって指先が検知された後に、脈波波形を測定してもよい。例えば、リモ
ートコントローラ６０は、所定時間分の脈波波形のデータを測定した後や、脈波センサ６
７の他に別途設けた指先検知センサによって指先が検知された後に、脈波波形を測定して
もよい。
（６）実施例１～６では、脈波センサ６７は、受光素子が指置き部６７Ａ上に置かれた使
用者の指先の血管で反射された光を受光する構成であったが、指先の血管を透過した光を
受光する構成（透過型の脈波センサ）であってもよい。
（７）実施例１～６では、センサの一例として脈波センサ６７を示したが、センサは、指
先を測定対象とした測定を行うセンサであれば、血圧計等であってもよい。
（８）実施例１～６では、便座装置３０とリモートコントローラ６０は、赤外線通信によ
って信号を送受する構成であったが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の電波を用いた
無線通信方式によって信号を送受してもよい。
（９）実施例１～６では、着座検知部４４は、公知の赤外線センサによって構成されてい
たが、静電容量式や体重検知式のセンサであってもよい。
（１０）実施例１～６では、便器本体２０は、トイレルームの床面上に設置される床置き
式である例を示したが、壁掛け式であってもよい。
【符号の説明】
【００８２】
　１０…トイレ装置
　２０…便器本体
　２１…便鉢部
　３１…便座
　４２Ａ…洗浄ノズル
　４３Ａ…吹出口
　４４…着座検知部
　６１…制御部
　６１Ａ…設定部
　６７…脈波センサ（センサ）
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